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“引く”判断の裏に確かに存在する「臨床推論」

　もちろん，これは数値化されたエビデンスで語れるものではないかもしれません．しかし，
その判断は決して曖昧なものではなく，患者の表情や反応，筋緊張や発汗，循環動態モニター
の変化，さらにはカルテから得られる背景情報など，多くの要素を総合して導き出しています．
そこには，リハビリテーション専門職として培ってきた「臨床推論」が確かに存在しています．
　急性期の現場では「もっと離床を進めたい」，「何としても活動量を確保したい」という思い
が先行しがちです．しかし，患者の“しんどさ”に目をつむって進めることが，必ずしも最善
の選択とは限りません．時には一度立ち止まり，「今日はここまで」と引いてみる．そして翌日
にあらためてチャレンジする．そのバランスこそが，安全性と回復のスピードを両立させるカ
ギになるのではないでしょうか．

勇気をもって引くことが最大の回復につながる

　こうした考えに至ったのは，臨床20年目が見えてきた今だからこそかもしれません．若い頃
は「とにかく進める」ことに注力していました．しかし，経験を積むなかで，時には勇気をもっ
て「引く」ことが，結果的に患者の大きなステップアップにつながることを学びました．これ
は教科書や論文には載らない，現場でしか培えない感覚です．今後もこの“臨床の勘”を大切
にしながら，安全で質の高い理学療法を追求していきたいと考えています．

俵　紘志（たわらこうじ）
福山市民病院リハビリテーション科
〒721—8511 広島県福山市蔵王町 5—23—1
22.koji.t@gmail.com

第 38回「理学療法ジャーナル賞」のご案内
　弊誌では 1989年より「理学療法ジャーナル賞」を制定し，2026年で第 38回を迎えます．弊誌第 60巻（2026
年 1～12月号）に掲載された論文が審査対象となります．オリジナリティの高い原著論文，報告等のご投稿を
お待ちしております．学会や研究会で口演された内容を改訂した論文でも結構です．下記の要領に従って積
極的にご投稿を寄せられることを期待いたします．

記
審査対象論文　  『理学療法ジャーナル』第 60巻に掲載された「投稿論文」が審査対象となります．なお，執

筆要領については投稿規定をご参照ください．
応 募 資 格　理学療法士に限ります．
原稿送付先　〠 113‒8719　東京都文京区本郷 1‒28‒23　医学書院『理学療法ジャーナル』編集室宛
原 稿 審 査　弊誌編集委員会が行います．
入 賞 発 表　第 61巻第 1号（2027年 1月号）
賞 金・ 賞 品　  入賞 1篇，準入賞，奨励賞数篇を選定し，入賞論文には賞状・盾，賞金 10万円，準入賞論文

には賞状，賞金 5万円，奨励賞論文には賞状，賞金 3万円，その他，それぞれに本誌 1年間
の無料寄贈をいたします．

『理学療法ジャーナル』編集室
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